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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成31年3月14日(2019.3.14)

【公開番号】特開2017-135565(P2017-135565A)
【公開日】平成29年8月3日(2017.8.3)
【年通号数】公開・登録公報2017-029
【出願番号】特願2016-13830(P2016-13830)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   1/04     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/10     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  27/50     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/04     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  21/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ    1/04     １０５　
   Ｈ０４Ｎ    1/10     　　　　
   Ｇ０３Ｂ   27/50     　　　Ａ
   Ｇ０３Ｇ   15/04     １１１　
   Ｇ０３Ｇ   21/00     ３７０　

【手続補正書】
【提出日】平成31年1月28日(2019.1.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　メインコントローラ２５０は、メインＣＰＵ２５１、ＲＯＭ２５２、ＲＡＭ２５３を備
えている。ＲＯＭ２５２はメインＣＰＵ２５１によって実行される制御プログラムを記憶
している。ＲＡＭ２５３は入力データや作業用データを記憶する。メインコントローラ２
５０は、リーダＣＰＵ２０１との通信ライン２７４を介して、画像読取制御に関する制御
コマンドや制御データを送信および受信する。たとえば、メインコントローラ２５０は、
リーダＣＰＵ２０１から原稿センサ１４の出力を受信する。この出力は原稿トレイ３０に
原稿が存在するか、存在しないかを示している。メインＣＰＵ２５１は、受信した原稿セ
ンサ１４の出力に基づき、原稿トレイ３０上に原稿束Ｓが積載されているか否かを判定す
る。メインコントローラ２５０は、画像処理部２２４と画像処理部２５５とを接続する画
像ライン２７３を通じて、画像メモリ２２３に格納されている画像データをリーダコント
ローラ２００から受信する。画像処理部２５５は受信した画像データに各種のフィルタ処
理を施して画像メモリ２５６に格納する。メインＣＰＵ２５１は電力供給ライン２７５を
通じてリーダコントローラ２００へ電力を供給する。たとえば、画像読取装置１０００へ
電源が投入されると、メインＣＰＵ２５１がリーダＣＰＵ２０１よりも先に起動し、メイ
ンＣＰＵ２５１がリーダコントローラ２００への電力の供給を制御する。画像読取装置１
０００は、画像読取を実行可能な動作モードと、画像読取を実行不可能な非動作モードと
を有している。非動作モードは消費電力を節約するためのモードである。非動作モードの
一つであるスリープモードでは、メインＣＰＵ２５１は起動しているが、リーダコントロ
ーラ２００には電力が供給されていない。操作部２５４を通じてスリープモードからの復
帰が指示されると、メインＣＰＵ２５１はリーダコントローラ２００への電力の供給を再
開する。操作部２５４はユーザから入力される情報を受け付けるための入力部と、ユーザ
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に対して情報を出力する表示部とを有している。メインＣＰＵ２５１は操作部２５４を通
じて電源ＯＦＦを指示されたり、スリープモードへの移行を指示されたり、画像読取を指
示されたりする。スリープモードへの移行はユーザによって指示される必要はない。一定
時間が経過する間に何も操作部２５４から指示されないときに、メインＣＰＵ２５１はス
リープモードへ移行してもよい。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　一方、フラグ左端Ｅが検知位置Ｂより右に位置している場合、リーダＣＰＵ２０１は、
モータ２２２を駆動させてスキャナユニット２０を左向きに移動させて行き、フラグ左端
Ｅに検知位置Ｂを通過させる。フラグ左端Ｅが検知位置Ｂよりも左に到達した時点から、
ポジションセンサ２２１の出力がＯＮとなる。リーダＣＰＵ２０１は、ポジションセンサ
２２１の出力が切り替わる点（以下、ポジションセンサ２２１のエッジと呼ぶ）からのモ
ータ２２２の駆動パルス数をカウントする。そして、カウント値が所定値になったことに
応じてモータ２２２を停止させる。これにより、スキャナユニット２０を所定領域内の所
望位置に停止させることができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　一方で、Ｓ１２０１でポジションセンサ２２１の出力がＯＮであった場合、スキャナユ
ニット２０のフラグ左端Ｅは検知位置Ｂよりも左に位置している。このまま、スキャナユ
ニット２０を左に位置させると、スキャナユニット２０を正確にスリープポジションＰに
停止させることができないだろう。そこで、一旦、ポジションセンサ２２１の出力がＯＦ
Ｆとなる位置までスキャナユニット２０を右に移動させる必要がある。Ｓ１２０１でポジ
ションセンサ２２１の出力がＯＮであった場合、リーダＣＰＵ２０１はＳ１２０７に進む
。Ｓ１２０７でリーダＣＰＵ２０１はスキャナユニット２０が右に移動するようにモータ
２２２の駆動を開始する。Ｓ１２０８でリーダＣＰＵ２０１は、スキャナユニット２０が
十分右に移動したかどうかを判定すべく、ポジションセンサ２２１の出力がＯＦＦかどう
かを判定する。ポジションセンサ２２１の出力がＯＦＦになると、リーダＣＰＵ２０１は
、Ｓ１２０９に進む。Ｓ１２０９でリーダＣＰＵ２０１はモータ２２２を停止させ、Ｓ１
２０２に進む。以上の処理により、画像読取装置１０００が動作を停止するときには、ス
キャナユニット２０をスリープポジションＰに停止させることが可能となる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　Ｓ１３２１でリーダＣＰＵ２０１はスキャナユニット２０が左に移動するようモータ２
２２を駆動する。Ｓ１３２２でリーダＣＰＵ２０１はカウンタ２０４のカウント開始位置
を探索すべく、ポジションセンサ２２１の出力がＯＮに変化したかどうかを判定する。ポ
ジションセンサ２２１の出力がＯＮに変化すると、リーダＣＰＵ２０１はＳ１３２３に進
む。Ｓ１３２３でリーダＣＰＵ２０１はスキャナユニット２０をスリープポジションＰに
向かわせるべく、カウンタ２０４に駆動パルス数のカウントを開始する。なお所定値Ａ１
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に関するカウンタと所定値Ａに関するカウンタはそれぞれ別個に設けられていてもよい。
Ｓ１３２４でリーダＣＰＵ２０１はスキャナユニット２０がスリープポジションＰに到達
したかどうかを判定すべく、カウント値が所定値Ａ１になったかどうかを判定する。カウ
ント値が所定値Ａ１になると、スキャナユニット２０がスリープポジションＰに到達して
いるため、リーダＣＰＵ２０１は、Ｓ１３２５に進む。Ｓ１３２５でリーダＣＰＵ２０１
はモータ２２２を停止し、Ｓ１３０２に進む。これにより、スキャナユニット２０がスリ
ープポジションＰに停止し、モータ２２２の加速準備が整う。つまり、所定速度αまで加
速可能な位置からモータ２２２の加速が開始される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６０】
　リーダＣＰＵ２０１はスキャナユニット２０を固定ポジションＦまで移動させ、電源Ｏ
ＦＦ（シャットダウン）を実行する。操作者はリーダ１５０の筐体２５に対してビスＶを
用いてスキャナユニット２０を固定する。スキャナユニット２０を固定ポジションＦまで
移動させるための専用の指示が操作部２５４から入力されてもよい。しかし、実施例３で
は操作部２５４から電源ＯＦＦが指示されると、リーダＣＰＵ２０１は専用の指示を待つ
ことなく、スキャナユニット２０を固定ポジションＦまで移動させる。つまり、操作者の
手間が削減される。なお、スリープモードにおいては画像読取装置１０００が移動される
可能性は低い。画像読取装置１０００を移動するには、電源ＯＦＦが指示され、かつ、電
源ケーブルが商用電源のコンセントから抜かれることが一般的だからである。そのため、
リーダＣＰＵ２０１は、スリープモードへ遷移するためのイベントを検知すると、スキャ
ナユニット２０をスリープポジションＰへ移動させる。なお、スリープモードに関しても
、スキャナユニット２０が固定ポジションＦまで移動されてもよい。なお、スキャナユニ
ット２０の筐体であるボックス３００にはビスＶと螺合する穴またはナットが設けられて
いる。リーダ１５０の筐体２５にはビスＶが挿通される穴が設けられている。
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